
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 考 資 料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

参考資料 

 

 

 

１．イノベーション実現のための財源多様化検討会審議経過・・・・・・・１ 

 

２．イノベーション実現のための財源多様化検討会の設置根拠となる 

提言の概要（イノベーション実現に向けた大学知的資産マネジメント 

の在り方について～大学における未来志向の研究経営システム確立 

に向けて ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

３．イノベーション実現のための財源多様化検討会基礎資料集・・・・・・５ 



 

1 

 

イノベーション実現のための財源多様化検討会 

審議経過 

 

※会議（資料・議事録含む）はすべて非公開 

 

第１回 平成 27年 10月 30日（金） 

○ 共同研究における間接経費に係る大学からのヒアリング 

・「アメリカの大学における財源の多様化」上山隆大委員 

・「間接経費について」川端和重委員 

・「共同研究に係る間接経費（産学連携経費）の検討」根本義久国立大学 

法人東北大学研究推進部産学連携課長（進藤秀夫委員代理） 

・「東京大学における研究支援経費（間接経費等）の状況等について」 

武田展雄委員 

・「共同研究における間接経費の考え方について」安藤真委員 

・「共同研究間接経費の必要性」木村彰吾委員 

・「イノベーション実現のための財源多様化検討会（第１回）説明資料」 

小川哲生委員 

 

第２回 平成 27年 11月 13日（金） 

○ 共同研究における間接経費に係る大学及び産業界からのヒアリング 

・「間接経費の内訳について：オーバーヘッド vs.研究支援経費」 

「The University Texas at Arlington Office of Research and Office 

 of Accounting and Business Services」菅裕明委員 

・「企業の間接費の扱い事例」渡辺裕司委員 

・「大学との共同研究における間接経費算定に関する考え方等について」 

田中克二委員 

・「間接経費について」川端和重委員 

・「共同研究に係る間接経費（産学連携経費）の検討」進藤秀夫委員 

・「東京大学における研究支援経費（間接経費等）の状況等について」 

武田展雄委員 

・「東京工業大学予算構造」安藤真委員 

・「イノベーション実現のための財源多様化検討会（第２回）間接経費の 

 算定モデル（案）等の検討」木村彰吾委員 

・「イノベーション実現のための財源多様化検討会（第２回）説明資料」 

小川哲生委員 
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第３回 平成 27年 11月 26日（木） 

○ これまでの議論の整理 

○ 共同研究における間接経費に係る大学及び産業界からのヒアリング 

・「大学との共同研究における間接経費算定に関する考え方について」 

上野山雄委員 

・「国内・海外大学との共同研究」遠藤茂委員 

・「産学連携の取り組みと間接経費の考え方について」岡島博司委員 

・「共同研究の間接経費算定及び使用に対する産業界の考え方等について」 

須藤亮委員 

・「これまでの議論を踏まえて」川端和重委員 

・「東京大学における研究支援経費（間接経費等）の状況等について」 

武田展雄委員 

・「外部資金による研究費シミュレーション」安藤真委員 

・「イノベーション実現のための財源多様化検討会（第３回）共同研究の 

 算定モデル（案）の検討」木村彰吾委員 

 

第４回 平成 26年 12月３日（木） 

○ 報告書（素案）の検討 

○ 産業界及び大学からのヒアリング 

・「共同研究の大型化に向けた産・学・官の取組み」吉村隆委員 

・「企業の考える共同研究費内訳（例）」、「間接経費の算定モデル（案）」 

田中克二委員 

・「共同研究等における経費積算のイメージ」川端和重委員 

・「共同研究に係る間接経費（産学連携経費）の検討」進藤秀夫委員 

・「東京大学における研究支援経費（間接経費等）の状況等について」 

武田展雄委員 

・「イノベーション実現のための財源多様化検討会 第４回説明資料」 

安藤真委員 

・「イノベーション実現のための財源多様化検討会（第４回）共同研究の 

 算定モデル（案）の検討」木村彰吾委員 

・「イノベーション実現のための財源多様化検討会（第４回）説明資料」 

小川哲生委員 

 

第５回 平成 27年 12月 24日（木） 

○ 報告書（案）の検討 

 



議
論
の
前
提
と
し
て
の
留
意
点

大
学
の
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
前
提
と
し
て
、
以
下
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
。

昨
今
の
大
学
改
革
を
巡
る
主
な
論
点

大
学
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
や
大
学
に
対
す
る
社
会
的
要
請
を
踏
ま
え
た
上
で
以
下
に
つ
い
て
検
討
。

本
検
討
委
員
会
の
主
な
論
点

大
学
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
や
大
学
に
対
す
る
社
会
的
要
請
を
踏
ま
え
た
上
で
以
下
に
つ
い
て
検
討
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
大
学
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
に
つ
い
て

～
大
学
に
お
け
る
未
来
志
向
の
研
究
経
営
シ
ス
テ
ム
確
立
に
向
け
て
～

（
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
産
業
連
携
・
地
域
支
援
部
会
競
争
力
強
化
に
向
け
た
大
学
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
委
員
会
第
１
次
提
言
（
概
要
）
）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
大
学
の
変
革
を
促
し
て
い
く
た
め
に
、

大
学
の
知
的
資
産
※
を
、
い
か
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
べ
き
か

あ
る
べ
き
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
改
革
が
必
要
か

※
知
的
資
産
：
「
人
（
研
究
人
材
等
）
」
・「
モ
ノ
（
知
的
財
産
や
研
究
イ
ン
フ
ラ
等
の
固
定
資
産
等
）
」・
「金
（
研
究
開
発
投
資
等
の
財
源
）」

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

近
年
の
科
学
技
術
を
巡
る
環
境
の
変
化
も
踏
ま
え
つ
つ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
大
学
や
民
間
企
業
は
、
相
互
に
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
研
究
開

発
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

大
学
の
役
割
（
人
材
育
成
と
学
理
の
追
究
や
原
理
の
解
明
を
通
じ
た
学
術
的
な
価
値
の
追
究
）
と
民
間
企
業
の
役
割
（
実
用
的
・
経
済
的
な
価
値
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
）
の
差
異
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
連
携
・
協
働
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

萌
芽
的
研
究
は
、
将
来
の
原
理
の
解
明
や
学
理
の
追
究
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
種
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
を
大
学
及
び
民
間
企
業
の
双
方
が
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と

大
学
が
、
民
間
企
業
等
外
部
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
上
で
、
適
切
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
図
り
、
大
学
の
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
（
社
会
的
な
信
頼
）
が
毀
損
さ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

基
盤
的
経
費
で
あ
る
運
営
費
交
付
金
が
年
々
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
、
国
立
大
学
は
公
的
資
金
の
み
な
ら
ず
、
財
源
の
多
様
化
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
資
金

も
活
用
し
つ
つ
戦
略
的
に
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
の
在
り
方

競
争
的
研
究
費
改
革

大
学
と
い
う
経
営
体
に
お
け
る
資
産
の
根
源
は
人
的
資
産
で
あ
り
、
大
学
の
有
す
る
最
大
の
資
産
は
そ
の
組
織
の
構
成
員
に

由
来
す
る
知
的
資
産
で
あ
る
。
知
的
資
産
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
今
後
の
大
学
の
研
究
経
営
改
革
の
核
と
な
る
。

3



イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
財
源
の
多
様
化

公
的
資
金
が
減
少
す
る
中
で
、
大
学
自
ら
が
積
極
的
に
財
源
の
多
様
化
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
通
じ
て
、
産
業
界
と
の
よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
効
果
的
な
産
学
官
連
携
の
在
り
方

全
学
的
な
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性

本
提
言
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
学
と
民
間
企
業
と
の
間
に
お
け
る
間
接
経
費
算
定
モ
デ
ル
の
策
定
や
、
オ
ー
プ
ン
・
ア
ン
ド
・
ク
ロ
ー
ズ
戦
略
を

踏
ま
え
た
知
的
財
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
を
は
じ
め
と
し
た
、
本
委
員
会
で
提
起
さ
れ
た
課
題
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
。

＜
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
現
状
等
＞

各
研
究
者
の
知
的
生
産
活
動
を
大
学
全
体
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
す
る
と
い
う
意
識
の
希
薄
さ
や
、
部
局
や
研
究
者
個
人
の
裁
量
に
依
存
す
る
と
い
う
構
造
に
よ
り
、

本
部
を
中
心
と
し
た
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
発
揮
や
、
学
内
に
お
け
る
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性
・
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
が
不
十
分

知
的
資
産
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
に
は
、
各
大
学
の
構
成
員
も
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
大
学
経
営
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

米
国
の
大
学
で
は
プ
ロ
ボ
ス
ト
と
い
う
全
学
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
門
で
担
当
す
る
職
が
学
長
の
下
に
置
か
れ
、
実
質
的
に
大
学
の
教
育
・
研
究
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

＜
経
営
人
材
に
求
め
ら
れ
る
資
質
等
＞

研
究
経
営
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
、
学
長
を
支
え
経
営
の
一
翼
を
担
う
人
材
と
し
て
、
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
能
力
や
経
験
を
兼
ね
備
え
た
経
営
人
材
が
必
要

＜
各
大
学
に
求
め
ら
れ
る
取
組
等
＞

経
営
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
優
秀
な
教
員
に
対
し
て
、
経
営
人
材
が
備
え
る
べ
き
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
ス
キ
ル
や
知
識
等
を
学
ぶ
機
会
や
育
成
シ
ス
テ
ム
が
必
要

知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
る
教
職
員
の
業
績
を
評
価
し
、
意
欲
と
能
力
あ
る
教
職
員
が
よ
り
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

＜
国
の
支
援
等
＞

全
学
的
な
知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
見
直
し
に
力
を
入
れ
る
大
学
を
積
極
的
に
評
価
し
、
財
政
面
等
に
お
い
て
支
援
す
る
こ
と
で
、
全
国
的
な
研
究
経
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
促
し

て
い
く
こ
と
が
必
要

知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
っ
た
者
が
そ
の
分
野
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
い
く
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
提
示
や
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
必
要

知
的
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
経
営
人
材
の
育
成
・
登
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

＜
組
織
対
組
織
に
よ
る
産
学
官
連
携
の
深
化
の
必
要
性
＞

大
学
組
織
と
民
間
企
業
と
い
う
「
組
織
対
組
織
」
に
よ
る
共
同
研
究
に
つ
い
て
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
重
要

世
界
レ
ベ
ル
の
教
育
、
研
究
、
事
業
化
に
向
け
た
取
組
を
一
体
的
に
行
え
る
よ
う
な

深
化
し
た
産
学
官
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
体
制
整
備
が
必
要

＜
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
＞

強
い
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
の
加
速
に
向
け
て
、
事
業
化
を
念
頭
に
お
い
た
知
財

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
創
業
前
段
階
か
ら
の
経
営
人
材
と
の
連
携
、
起
業
に
挑
戦
し
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
材
の
育
成
が
重
要

＜
産
学
官
連
携
活
動
に
参
加
す
る
学
生
へ
の
支
援
＞

学
生
と
い
う
身
分
と
矛
盾
が
起
き
な
い
よ
う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要

学
生
（
特
に
博
士
・
修
士
課
程
）
や
ポ
ス
ド
ク
を
研
究
の
主
要
な
担
い
手
と
位
置
づ
け
、

そ
の
エ
フ
ォ
ー
ト
に
見
合
う
経
済
的
報
酬
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

＜
民
間
企
業
と
の
共
同
研
究
に
お
け
る
間
接
経
費
の
取
扱
い
の
方
向
性
＞

間
接
経
費
に
係
る
取
扱
い
を
通
じ
て
、
大
学
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
意
識
改
革
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

民
間
企
業
と
の
共
同
研
究
に
お
け
る
間
接
経
費
の
増
加
に
向
け
て
は
、
大
学
側
が
そ

の
必
要
性
の
根
拠
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

共
同
研
究
に
お
け
る
間
接
経
費
の
必
要
性
に
係
る
根
拠
の
算
定
モ
デ
ル
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
が
必
要

＜
民
間
企
業
等
か
ら
大
学
へ
の
寄
附
の
取
扱
い
の
方
向
性
＞

個
人
や
企
業
等
か
ら
大
学
へ
の
寄
附
を
増
や
し
て
い
く
た
め
の
税
制
改
正
等
が
必
要

民
間
企
業
の
寄
附
に
対
す
る
発
想
を
転
換
し
、
寄
附
を
通
じ
た
戦
略
的
な
産
学
連
携

を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
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